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追加説明資料

シールドプラグの設計について

シールドプラグの詳細構造

東京電力福島第一原子力発電所における
事故の分析に係る検討会 第１４回会合

資料５－１
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No. 調査・分析に必要な資料等（東京電力HD依頼リスト） 伝達日 対応状況

27 ＜建屋DF＞ 1号機～3号機のシールドプラグ詳細構造（形状、分割構成、層構
成等）

2/4
検討会

東京電力HDの資料を原子力規
制庁において整理。

○調査・分析に係る資料等のリスト （抜粋）



頂部カバー 中間カバー 底部カバー

1号機
直径 約12,400mm
厚さ 約630mm
重さ 63t,56t,63t

直径 約12,100mm
厚さ 約630mm
重さ 59t,55t,59t

直径 約11,800mm
厚さ 約630mm
重さ 55t,53t,55t

2号機
直径 約11,800mm
厚さ 約620mm
重さ 55t,55t,55t

直径 約11,600mm
厚さ 約610mm
重さ 50t,55t,50t

直径 約11,300mm
厚さ 約610mm
重さ 45t,55t,45t

3号機
直径 約11,800mm
厚さ 約620mm
重さ 55t,55t,55t

直径 約11,600mm
厚さ 約610mm
重さ 50t,55t,50t

直径 約11,300mm
厚さ 約610mm
重さ 45t,55t,45t

頂部カバー 中間カバー 底部カバー

頂部カバー

中間カバー
底部カバー

シールドプラグ
（断面構造）

約100mm
断面部

約100mm
断面部
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追加説明資料

オペフロ及びシールドプラグの汚染状況調査

1号機原子炉キャビティ内の線量

２号機オペフロ線量、養生シート等の状況等

３号機オペフロ線量、遮蔽用鉄板等の状況等

4
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No. 調査・分析に必要な資料等（東京電力HD依頼リスト） 伝達日 対応状況

28-2 ＜建屋DF＞ １号機原子炉ウェルの線量測定の詳細な情報。
7/22
追加

（東電回答）資料を提示。

○調査・分析に係る資料等のリスト （抜粋）

1号機原子炉格納容器上蓋の状況確認について（2019年11月28日東京電力ホールディングス株式会社）

以下の資料については、原子力規制庁において、上記の資料を整理し、抜粋、加工等をして作成した。



1号機原子炉格納容器上蓋の状況確認について（2019年11月28日東京電力HD株式会社）より抜粋 6



1号機原子炉格納容器上蓋の状況確認について（2019年11月28日東京電力HD株式会社）より抜粋 7



1号機原子炉格納容器上蓋の状況確認について（2019年11月28日東京電力HD株式会社）より抜粋 8
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No. 調査・分析に必要な資料等（東京電力HD依頼リスト） 伝達日 対応状況

9-2 ＜建屋DF＞ 2号機オペフロのベータ線測定データ（R2年1月30日測定）。
3/27

検討会
（東電回答）データを提示。

○調査・分析に係る資料等のリスト （抜粋）

２号機オペフロの70μm線量率データ（2020年1月30日測定）は次ページのとおり。
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No. 調査・分析に必要な資料等（東京電力HD依頼リスト） 伝達日 対応状況

9-3 ＜建屋DF＞ 2号機オペフロの養生シート敷設の情報。
7/14
追加

（東電回答）資料を提示。

○調査・分析に係る資料等のリスト （抜粋）

２号機オペフロの養生シートの敷設状況及び試料採取箇所は次ページのとおり。

なお、養生シートは厚さ1mm未満の薄いもの。

以下の資料については、原子力規制庁において、東京電力HDの提示資料を整理し、抜粋、加工等をして作成

した。



2018年8月18日東京電力HD株式会社撮影2012年2月27日東京電力HD株式会社撮影

養生シート敷設範囲

養生シート採取箇所

２号機原子炉建屋５階
（オペフロ）

①

①

②

②
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福島第一原子力発電所の事故時に２号機

オペフロ（シールドプラグ上）に敷設されてい

た養生シートは、放射性核種分析用の試料

として一部採取されるとともに、２号機オペフ

ロの除染作業のため、その他のがれき等と

一緒にコンテナ（④及び⑦）に集められてい

る。

2020年1月30日原子力規制庁撮影
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No. 調査・分析に必要な資料等（東京電力HD依頼リスト） 伝達日 対応状況

9-4 ＜建屋DF＞ 2号機オペフロの除染作業時の鉄箱（養生シートを収納）の厚み、
表面線量等の情報。

7/22
追加

（東電回答）下記の回答。

○調査・分析に係る資料等のリスト （抜粋）

以下の通り回答いたします。

• 厚みは3.2mmとなります。

• 添付の図面におきまして、3.2tと記載されておりますのが、厚みの情報となります。

• 添付におきまして、４，７番が養生シートの入ったコンテナ（鉄箱）の線量測定結果となります。

• 測定は簡易線量計（DOSEi‐γ）を持たせた遠隔ロボット（Packbot）用いて行ったもので、コンテナ側面

の中心部から上蓋方向に向けて線量計を動かし、その数値を読み取った値となります。

• コリメータ線量計ではないので周りの線量影響は受けております。

• また、測定した際のコンテナ表面との距離については、情報がないが、数十cm（おそらく10～20cm程度）。



1KL コンテナ（鉄箱）外形図

コンテナ厚（3.2mm）

○２号機オペフロの除染作業用コンテナ（鉄箱）

2018年8月23日東京電力HD株式会社撮影
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養生シートの入ったコンテナ（キャスク４,７）

の表面線量当量率の測定結果

【測定器】Fe富士電機：γ（X）線用 DOSEi-γ

キャスク４ ４６～９９mSv/h

キャスク７ ４１～９０mSv/h

16
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No. 調査・分析に必要な資料等（東京電力HD依頼リスト） 伝達日 対応状況

1 ＜３号機R/B4階汚染＞ 3号機 事故後の原子炉建屋内測定結果（放射線、ス
ミア）

10/15
面談

（東電回答）資料を提示。

○調査・分析に係る資料等のリスト （抜粋）

３号機オペレーティングフロア線量低減対策（除染及び遮へい）の追加実施について（2014年11月27日東京電

力株式会社）

福島第一原子力発電所３号機原子炉建屋内部ドローンによる線量調査結果（2018年2月28日東京電力ﾎｰﾙﾃﾞｨ

ﾝｸﾞｽ株式会社福島第一廃炉推進カンパニー）

以下の資料については、原子力規制庁において、上記の資料を整理し、抜粋、加工等をして作成した。



３号機オペレーティングフロア線量低減対策（除染及び遮へい）の追加実施について（2014年11月27日東京電力株式会社）より抜粋 18



福島第一原子力発電所３号機原子炉建屋内部ドローンによる線量調査結果（2018年2月28日東京電力HD株式会社）より抜粋 19
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No. 調査・分析に必要な資料等（東京電力HD依頼リスト） 伝達日 対応状況

3-2 鉄板等敷設時に確認された特に4階建屋の健全性評価の状況及び線量測定
データ並びに遮蔽用鉄板の各工区での厚み情報

12/3
追加

（東電回答）資料を提示。

○調査・分析に係る資料等のリスト （抜粋）

東京電力株式会社「福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画」（2.11. 使用済燃料プールから

の燃料取り出し設備 平成31年3月12日許可）

３号機オペレーティングフロア線量低減対策（除染及び遮へい）の追加実施について（2014年11月27日東京電

力株式会社）

以下の資料については、原子力規制庁において、上記の資料を整理し、抜粋、加工等をして作成した。



東京電力株式会社「福島第一原子力発電所 特定原子
力施設に係る実施計画」（2.11. 使用済燃料プールから
の燃料取り出し設備 平成31年3月12日許可）より抜粋、
一部加工

○３号機原子炉建屋躯体の構造評価
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鉄板 250mm
（100mm＋150mm）鉄板 150mm

東京電力株式会社「福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画」（2.11. 使用済燃料プールからの燃料取り出し設備 平成31年3月12日
許可）より抜粋、一部加工

○３号機オペフロの遮へい用鉄板（A工区）
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鉄板 65mm

東京電力株式会社「福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画」（2.11. 使用済燃料プールからの燃料取り出し設備
平成31年3月12日許可）より抜粋、一部加工

○３号機オペフロの遮へい用鉄板（BC工区）
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鉄板 200mm
（100mm+100mm）

東京電力株式会社「福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画」（2.11. 使用済燃料プールからの燃料取り出し設備
平成31年3月12日許可）より抜粋、一部加工

○３号機オペフロの遮へい用鉄板（D工区）
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３号機オペレーティングフロア線量低減対策（除染及び遮へい）の追加実施について（2014年11月27日東京電力株式会社）より抜粋

○３号機オペフロの遮へい用鉄板

25



３号機オペレーティングフロア線量低減対策（除染及び遮へい）の追加実施について（2014年11月27日東京電力株式会社）より抜粋

○３号機オペフロの遮へい用鉛毛マット

26
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追加説明資料

リアクターキャビティ差圧調整ダクトの構造等
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No. 調査・分析に必要な資料等（東京電力HD依頼リスト） 伝達日 対応状況

31 ＜建屋DF＞ 1～3号機のリアクターキャビティ差圧調整ダクトの配管・弁の設
計に関する情報。

6/10
追加

（東電回答）下記の回答及び資
料を提示。

○調査・分析に係る資料等のリスト （抜粋）

1号の配管接続時の情報※

・弁の構造 ＡＯ／バタフライ弁

・取外し作業時の弁の状態 弁閉

・空気喪失時特性 ＦＣ（事故時隔離）

2,3号の情報は得られていないが、FCと思って良いと思います。
※1号機原子炉格納容器上蓋の状況確認について（2019年11月28日東京電力ホールディングス株式会社）を参照

以下の資料については、原子力規制庁において、東京電力HDの提示資料を整理し、抜粋、加工等をして作成した。



機密性○

１号機

２号機

３号機AO弁（NO/FC）

配管
（直径150mm）

AO弁（NO/FC）

AO弁（NO/FC）

リアクターキャビティ差圧
調整ダクトの配管は、原子
炉ウェルから原子炉建屋
４階の排気ダクトに繋げら
れている。

配管
（直径150mm）

○リアクターキャビティ差圧調整ダクトの配管の設計（原子炉建屋４階西側）

29
配管
（直径150mm）

排気ダクト

排気ダクト

（平面図）

（平面図）

（平面図）

（断面図）

排気ダクト



機密性○

1号機

2号機

3号機

差圧制御
（指示なし）

圧力制御弁
（ダイヤフラム）

位置指示付
空気作動弁

差圧記録計

差圧制御
（指示なし）

ソレイド操作

AO弁（NO/FC）

AO弁（NO/FC）

AO弁（NO/FC）

○リアクターキャビティ差圧調整ダクトの弁の設計

30



追加説明資料

１／２号機ベント配管の汚染状況

線量測定時の被ばく線量、検出器等

１，２号機共用スタック解体時の核種分析のデータ等

１，２号機共用スタック基部の構造

31
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No. 調査・分析に必要な資料等（東京電力HD依頼リスト） 伝達日 対応状況

11-2 ＜１，２号機ベント配管汚染＞ 2011.8.1撮影（右欄のHP写真参照）時の作業の
被ばく線量及び線量測定結果

1/24
追加

（東電回答）下記の回答。

○調査・分析に係る資料等のリスト （抜粋）

（東電回答）線量測定結果は、10Sv/h越えの線量率
を確認した。

被ばく情報は、調査した当社社員3名の

うち、最大は4.37mSv。3名とも4mSv

程度。

2011年8月1日東京電力撮影
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No. 調査・分析に必要な資料等（東京電力HD依頼リスト） 伝達日 対応状況

29 ＜１，２号機ベント配管汚染＞第11回事故分析検討会資料８－１中の「【参考】
排気筒下部周辺SGTS配管の線量調査結果」に用いた検出器の情報。

4/15
追加

（東電回答)下記の回答。

○調査・分析に係る資料等のリスト （抜粋）

現場線量計に関する仕様について以下に回答致します。

放射線遠隔探知機（テレタクタ）

遠隔プローブの先端に２個のＧＭ管検出器（高レンジ／低レンジ）

が収納されており、遠隔プローブは約４ｍまで伸ばすことができる。

測定可能範囲：0.01μSv/h～9999mSv/h

測定レンジ：μSv/h,mSv/h,mSv（切替スイッチ）

指示計：デジタル表示

電源：バッテリー
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No. 調査・分析に必要な資料等（東京電力HD依頼リスト） 伝達日 対応状況

26
＜１，２号機ベント配管汚染＞１，２号機共用スタックの解体作業によるスタック
内側のスミア等による核種分析のデータ等

2/4
検討会

（東電回答）データを提示。

○調査・分析に係る資料等のリスト （抜粋）

1,2号機共用スタック内側のスミア等による核種分析のデータ等は次ページのとおり。

以下の資料については、原子力規制庁において、東京電力HDの提示データを整理し、抜粋、加工等をして作

成した。
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筒身切断片サーベイ
（１段目（頭頂部））

筒身切断片サーベイ
（15段目）

・・・・

1,2号機共用スタック

の解体に伴い、1段目

から15段目に切断さ

れた各筒身の内側の

スミアによる線量率等

のデータを整理した。

原子力規制庁において、東京電力HD株式会社の提示資料を一部加工。
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全β測定値とCs測定値の関係
（線形）

全β測定値とCs測定値の関係
（対数）

Cs 134
Cs 137

原子力規制庁において、東京電力HD株式会社の提示資料を一部加工。



37原子力規制庁において、東京電力HD株式会社の提示資料を一部加工。
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No. 調査・分析に必要な資料等（東京電力HD依頼リスト） 伝達日 対応状況

29-2
＜１，２号機ベント配管汚染＞第11回事故分析検討会資料８－１「１／２号機Ｓ
ＧＴＳ配管撤去に向けた現場調査」の調査結果とこれまでの線量測定結果との
比較検討に関する情報。

4/15
追加

東京電力HD等の資料を原子力
規制庁において整理。

○調査・分析に係る資料等のリスト （抜粋）

特定原子力施設監視・評価検討会第８２回会合資料２－２（2020年7月20日原子力規制庁）

１／２号機SGTS配管撤去に向けた現場調査の実施状況について（2020年6月15日東京電力ホールディングス

株式会社）

以下の資料については、原子力規制庁において、上記の資料を整理し、抜粋、加工等をして作成した。
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測定・分析結果の精度と相対比較の妥当性

高レンジGM管：0.01～9999mSv/h
低レンジGM管：0.01～9999μSv/h

精度±20％（セシウム137 20度C）
白丸 東電測定

約1．5m

343 360  550   4200 （205） 1650 

181 179  248 320 

SGTS配管

テレテクタ-を用いた規制庁
による測定
（資料２－２参考資料より）

配管内の汚染は、上下で倍以上の
差があることがわかった。

測定前における推定と測定についての留意事項

東京電力資料より抜粋



左図における測定点⑤は、SGTSが排気筒に接
続されている高さであり、820ｍSv/hという線量

は、過去、東京電力が測定した排気筒表面？
の4.3Sv/hに由来するものと推定。

規制庁の事前の推定では、測定点⑤と
4.3Sv/hの関係は、左図SGTS配管の一定距離
約0.7mの部分に存在すると推定。

規制庁が測定した結果、SGTS配管約0.7mの場
所に、4.2Sv/h※1のスポット線源を確認した。

また、排気筒内の⑤以外の測定箇所について
は、測定高さがSGTS配管に対して低い場合が
多く、SGTS内の4.2Sv/h※1を検出器が直視して
いないことに依存していると思われる。

よって現時点で排気筒内部には高線量の線源
は存在していないと推定される。

4.2Sv/h※1

4.3Sv/h
東京電力測定

配管等における汚染分布・密度等の測定の重要性

排気筒内部の線量状況に関する規制庁
の現時点での推定

東京電力資料より抜粋

測定前における推定と測定についての留意事項

40
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ガンマカメラによる測定状況

排気筒

２号機SGTS配管

１号機SGTS配管

令和2年7月9日原子力規制庁
にてデータ取得

東京電力福島第一原子力発電所における
事故の分析に係る検討会 第１３回会合

資料３



１／２号機SGTS配管撤去に向けた現場調査の実施状況について（2020年6月15日東京電力HD株式会社）より抜粋

東京電力福島第一原子力発電所における
事故の分析に係る検討会 第１２回会合

資料６－１
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１／２号機SGTS配管撤去に向けた現場調査の実施状況について（2020年6月15日東京電力HD株式会社）より抜粋

東京電力福島第一原子力発電所における
事故の分析に係る検討会 第１２回会合

資料６－１
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１／２号機SGTS配管撤去に向けた現場調査の実施状況について（2020年6月15日東京電力HD株式会社）より抜粋

東京電力福島第一原子力発電所における
事故の分析に係る検討会 第１２回会合

資料６－１
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１／２号機SGTS配管撤去に向けた現場調査の実施状況について（2020年6月15日東京電力HD株式会社）より抜粋

東京電力福島第一原子力発電所における
事故の分析に係る検討会 第１２回会合

資料６－１
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１／２号機SGTS配管撤去に向けた現場調査の実施状況について（2020年6月15日東京電力HD株式会社）より抜粋

東京電力福島第一原子力発電所における
事故の分析に係る検討会 第１２回会合

資料６－１
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No. 調査・分析に必要な資料等（東京電力HD依頼リスト） 伝達日 対応状況

6-2 ＜１，２号機ベント配管汚染＞ １，２号機スタック基部のドレンサンプ系とSGTS
ラインの高さ関係等の情報

2/4
検討会

東京電力HDの資料を原子力規
制庁において整理。

6-3 ＜１，２号機ベント配管汚染＞ １，２号機スタック基部のドレンサンプ系の構造
と津波時の浸水履歴等の情報

2/4
検討会

東京電力HDの資料を原子力規
制庁において整理。

○調査・分析に係る資料等のリスト （抜粋）

１／２号機SGTS配管撤去に向けた現場調査の実施状況について（2020年6月15日東京電力ホールディングス

株式会社）

1／２号機排気筒ドレンサンプピット内部調査状況（2020年7月20日 東京電力ホールディングス株式会社）



１／２号機SGTS配管撤去に向けた現場調査の実施状況について（2020年6月15日東京電力HD株式会社）より抜粋 48



１／２号機SGTS配管撤去に向けた現場調査の実施状況について（2020年6月15日東京電力HD株式会社）より抜粋
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１／２号機SGTS配管撤去に向けた現場調査の実施状況について（2020年6月15日東京電力HD株式会社）より抜粋 50



1／２号機排気筒ドレンサンプピット内部調査状況（2020年7月20日 東京電力HD株式会社）より抜粋 51



1／２号機排気筒ドレンサンプピット内部調査状況（2020年7月20日 東京電力HD株式会社）より抜粋 52



1／２号機排気筒ドレンサンプピット内部調査状況（2020年7月20日 東京電力HD株式会社）より抜粋 53



追加説明資料

３号機原子炉容器の圧力挙動（SRVの機能等）

３号機PCV圧力データ、原子炉水位データ等

SRV作動設定値の変動事例

３号機SRV逃がし弁機能の設計

54
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No. 調査・分析に必要な資料等（東京電力HD依頼リスト） 伝達日 対応状況

24
＜３号機R/B4階汚染＞ ３号機の圧力データ（D/W及びS/C）について、運転
員が記録した圧力計の運転上の位置付け、仕様

12/26
検討会

（東電回答）下記の回答。

○調査・分析に係る資料等のリスト （抜粋）

以下の通り回答いたします。

• 当該データは、運転員がRCIC・HPCI等を運転しながらパラメータ変動を手元で記録したものです。

操作しながらであることから、測定計器は盤上にある通常計器であると推定しています。



56

No. 調査・分析に必要な資料等（東京電力HD依頼リスト） 伝達日 対応状況

32 ＜３号機RPV圧力挙動＞ ３号機原子炉水位のデータ（3/13 14:00以降のデー
タ）

6/22
追加

（東電回答）データを提示。

○調査・分析に係る資料等のリスト （抜粋）

３号機原子炉水位のデータ（3/13 14:00以降のデータ）は次ページのとおり。



原子力規制庁において、東京電力HD株式会社の提示資料を一部加工。

○３号機原子炉水位のデータ

57
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No. 調査・分析に必要な資料等（東京電力HD依頼リスト） 伝達日 対応状況

34
＜３号機RPV圧力挙動＞ 米国における安全弁／逃がし安全弁の設定点変動
事例を踏まえた、１FにおけるＳＲＶの作動設定値の変動事例の有無とその内
容。

6/26
追加

（東電回答）下記の回答。

○調査・分析に係る資料等のリスト （抜粋）

以下の通り回答いたします。

• 構造が違い過ぎて、同じ現象は岡野製のSRVでは発生しないという結論のようです。

つまり、日本のものは圧力による直接動作式で、米国のパイロット弁構造になってませんので、単純にバ

ネで押さえている岡野の方式とは、全く異なります。
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No. 調査・分析に必要な資料等（東京電力HD依頼リスト） 伝達日 対応状況

33 ＜３号機RPV圧力挙動＞ ３号機SRV逃がし弁機能の吹き出し、吹き止まりのロ
ジックが分かるECWD（展開接続図）等の図面。

6/24
追加

（東電回答）ECWD、配管計装線
図、機能検査計算書を提示。

○調査・分析に係る資料等のリスト （抜粋）

３号機SRV逃がし弁機能のECWD、配管計装線図は添付のとおり。

リミットスイッチでR,Gランプがつきます。

以下の資料については、原子力規制庁において、上記の東京電力HDの提示資料を整理し、抜粋、加工等をし

て作成した。
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C弁 D弁

D弁には過渡現象記録装置
への出力なし

主蒸気管

S/Cへ
全閉

（0％開）
～ 全開

（100%開）

Gランプ
（b接点）

点灯 点灯
消灯

（開動作）

Rランプ
（a接点）

消灯
点灯

（閉動作）
点灯

（閉動作）

○SRV作動ランプ（Gランプ、Rランプ）

SRV（C弁）

リミットスイッチ

○ 主蒸気逃がし弁機能
原子炉圧力 7.15MPa 以下開※

※東京電力HDの提示した機能検査計算書より確認
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A弁 B弁

○ 逃がし安全弁作動用N2ガス供給装置系統

主蒸気管S/Cへ

原子炉格納容器隔離弁

SRV（A弁）

全交流電源喪失により隔離弁
が閉じて窒素の供給が止まる

補給用窒素
供給装置より

逃がし弁機能

東電、未解明問題報告書（第5回）より抜粋


